















































































に会うほど仲が良い。 二人に録音機を渡し、 車を運転しながら会話をしてもらった。 ニ







時間 約20分 約22 分
話者数 5人 2人
話者の性別 男性4人、 女性1人 男性
話者の年齢 33歳、 34歳（同学年） 25歳
話者同士の閲係 裔校の同級生・仕事仲間 中学の同級生・友人
データ ラジオ番糾の収録音声 車内で蒟嘩された音声











次に、 「変化の過程」は、意味・用法の変化と形式の変化の二 つに分けた。 意味・用法
の変化には、 意味拡張、 意味縮小、 意味推移や、用法の変化が含まれる。 形式の変化に
は、起点変種とウチナーヤマトゥグチとの音韻の違いによる発音の変化や文法の違いに







沖縄方言 A B C 
標準語 D E F 
九州方言 G H I 































ヤー [?ja:]」であり、その複数形は 「イッタ ー [iQta:]」である。単数形と複数形の対応
は、標準語のように単純に複数を表す接尾辞が付いているだけではなく、代名詞そのも
のの形も変わっている。しかし、ウチナーヤマトウグチでは、単数形に複数の接尾辞が
付いただけの 「やった一 [jaQta:]という形式になっている。以下に沖縄方言 ・ ウチナー
ヤマトゥグチ ・ 標準語の二人称代名詞を示す。
表3 一人称 ・ ニ人称代名詞の沖縄方言 ・ ウチナーヤマトゥグチ ・ 標準語の対応表



























D型は、 標準語が起源で、 意味が変化したタイプである。 例えば、 「内地」という語は
もともと 「外地に対する、 本国」という意味であったが、 ウチナーヤマトゥグチにおい
ては 「日本の、沖縄県外の場所」という意味に変わり現在でも使われている。











現在・未来 おいしい きれい（だ） きれい（だ）
現在（否定） おいしくない きれくない きれいじゃない
過去 おいしかった きれかった きれいだった
過去（否定） おいしくなかった きれくなかった きれいじゃなかった
DE型は、標準語が起源で、意味・用法、形式の両方が変化したタイプである。例えば、
副詞 「しに」が挙げられる。 会話資糾から得られた以下の例文のように、 形容詞や動詞
を修飾して程度が著しいことを表す語であるが、沖縄方言には語源と思われる語は見当
たらない。 おそらく、 標準語の 「死ぬほど」が変化したものだと思われる。
例文3






























B: もう遅いから、たぶん閉まってるはずよ。 （大城・尚2007 p26) 
ウチナーヤマトウグチの「はず」の沖縄方言・標準語との比較を以下の表に示す。
表6ウチナーヤマトウグチの「はず」の沖縄方言・標準語との比較


























るからである。 沖縄方言では、 「カチウー スン〈書くことができる〉」のように能力可























九州方言の能力可能の助動詞「キル」が「きれる」に、 「 キラン」が 「 きれん」に変化
したということである。 この変化を、 動詞「書く」に詳しく見てみると、 次のように
なる。 可能を表す形態素に下線を引いた。
以下で分かるように、 九小i'I方言の場合、 可能にするためには 「 キル」が付くが、 ウ













〈肯定形〉 kak/u → 









い形式がなかった。 同時に九小i'I方言の能力可能「キル」と標準語の補助動詞 「 きれ




















































標準語 D型（標準語→意味 ・ 用法変化） 内地〈沖縄県外〉
E型 （標準語→形式変化） きれかった〈綺麗だった〉
DE型（標準語→意味 ・ 用法、形 しに〈とても〉
式変化）






BE型（沖縄方言 ・ 標準語→形式 しかぼ一〈すぐに驚く子〉
変化） とうるばる〈ぼうっとする〉
ABE 型（沖縄方言→意味 ・ 用法 ちむい〈かわいそう〉
変化 ・ 形式変化、標準語→形式
変化）
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